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サンプルの微量化と迅速測定を可能にする 

全自動マイクロチップ電気泳動システム専用 

心疾患マーカー（ＮＴ－ｐｒｏＢＮＰ、トロポニンＴ）用検査試薬を発売 
 

三洋化成工業株式会社  

（証券コード：４４７１） 

 

三洋化成工業株式会社（本社：京都市東山区、社長：安藤孝夫）は、和光純薬工業株式会社（本

社：大阪市中央区、社長：小畠伸三氏）と共同開発を行い、心疾患マーカーであるＮＴ－ｐｒｏＢ

ＮＰおよびトロポニンＴ測定のための全自動蛍光免疫測定装置ミュータスワコー ｉ３０（和光純

薬工業株式会社製）専用試薬を発売しましたので、報告申しあげます。 

 

心不全マーカーのＮＴ－ｐｒｏＢＮＰと心筋梗塞マーカーのトロポニンＴは、当社がロシュ社（本

社：スイス・バーゼル、ＣＥＯ：Ｓｅｖｅｒｉｎ Ｓｃｈｗａｎ）から２００８年以来ライセンス

や原料供給を受けている心疾患マーカーです。ほかの心疾患マーカーに比べて、ＮＴ－ｐｒｏＢＮ

Ｐは検体安定性がより高いといわれており、トロポニンＴは心筋特異性に優れているといわれてい

ます。そこで、当社は、これまでに独自の化学発光酵素免疫測定技術と組み合わせることで、和光

純薬工業株式会社より販売しております大処理タイプ「自動化学発光酵素免疫分析装置 Ｓｐｈｅ

ｒｅＬｉｇｈｔ Ｗａｋｏ」専用試薬を開発・販売し、ご好評をいただいています。 

 

今回発売しましたミュータスワコー ｉ３０専用試薬である「ミュータスカーディオ ＮＴ－ｐ

ｒｏＢＮＰ」および「ミュータスカーディオ トロポニンＴ」は、マイクロチップによるLBA-EATA*

法による電気泳動法を測定原理としていることから、サンプルの微量化が可能であり、また、従来

の検査システムより迅速測定が可能（１検体あたり９分）といった特長があります。 

 「ミュータスワコー ｉ３０」は、肝細胞癌マーカーＡＦＰ－Ｌ３％、敗血症マーカーＰＣＴと

いったユニークな検査項目をラインナップしており、２００９年の発売以来、設置台数を増やして

いる有望な装置です。この装置とともに「ミュータスカーディオ ＮＴ－ｐｒｏＢＮＰ」および「ミ

ュータスカーディオ トロポニンＴ」の展開が期待できます。 

 

*LBA-EATA(Liquid-phase Binding Assay - Electrokinetic Analyte transport Assay): 

マイクロチップ流路内で、液相中での免疫反応と反応により形成した免疫複合体を濃縮する手法、

全自動マイクロチップ電気泳動システムのために和光純薬工業株式会社にて開発された分析技術 

 

【今後の計画】 

 当社は、心疾患の検査試薬に関して、これまでの大処理タイプのスフィアライトシリーズに加え、

小型で迅速測定タイプのミュータスワコー ｉ３０システムにも搭載されたことで少数検体処理を

可能にし、自動測定型の臨床検査システム全体をカバーしました。今後は、ミュータスカーディオ

試薬も含めて、検査試薬ビジネス全体で２０１８年度１０億円の売り上げを目指します。 

 

以上 
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